
１病床の確保等
・確保病床数：271床を確保
・臨時の医療施設：20床を設置（中和抗体薬（ゼビュディ）の投与を行う施設）
・診療・検査医療機関（発熱外来）：385医療機関（8/31時点）

２宿泊療養施設の充実
・４棟（高松市３棟、丸亀市１棟） 474室

３保健所の体制確保
・本庁保健師やIHEAT、市町保健師による応援：延べ6,666人 （8/31時点）

その他の応援職員 ：延べ12,973人（8/31時点）
・調査範囲を高齢者施設等のハイリスク者等に重点化

４自宅療養支援体制の充実
・地域の医師による健康観察及び往診体制の確立 協力医師数：140名（8/31時点）

５新たな治療薬への対応
・中和抗体薬（ゼビュディ）の活用：登録医療機関 67施設（7/31時点）
・経口治療薬（ラゲブリオ）の活用：配置取扱い可能医療機関等 292医療機関、249薬局（8/15時点）

６ PCR無料検査等の実施
・対 象 者：無症状で感染に不安を感じる県民の方
・実施期間：R3.12.30～R4.9.30（予定）
・検査件数：124,444件（陽性5,620件）（9/4時点）
※その他の実績

・感染が疑われる場合の抗原検査キットによる検査の実施（高齢者施設等、R4.3～）
・ゴールデンウィーク期間中の無料の臨時検査拠点の設置（ JR高松駅、 R4.4.28～5. 8）
・お盆期間中の無料の臨時検査拠点の設置（ JR高松駅、 R4.8.5～8.18）
・職員や外部の人と接触があった入所者への抗原検査キットによる頻回検査の実施（高齢者施設等、R4.8.5～8.18）
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